
県
本
部
は
、
6
月
18
日
横

浜
で
、
2
0
2
2
年
度
労
働

安
全
衛
生
集
会
を
開
き
、
4

単
組
12
人
が
参
加
し
た
。

冒
頭
、
谷
藤
副
委
員
長

は
、「
労
働
安
全
衛
生
は
公

務
職
場
で
は
重
視
さ
れ
な
い

こ
と
も
多
い
が
、
と
て
も
重

要
。
年
間
を
通
し
た
取
り
組

み
と
し
て
、
当
局
任
せ
に
す

る
の
で
は
な
く
、
労
働
組
合

か
ら
も
目
を
光
ら
せ
て
活
動

を
進
め
て
ほ
し
い
」
と
述
べ

た
。

集
会
基
調
で
、
小
林

労
働
局
長
は
、「
安
全

で
快
適
な
職
場
環
境
を

つ
く
る
こ
と
は
、
労
働

組
合
活
動
の
基
本
。
長

時
間
労
働
や
メ
ン
タ
ル

ヘ
ル
ス
、
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
対
策
な
ど
、
労
働
安

全
衛
生
を
め
ぐ
る
状
況

の
課
題
解
決
に
向
け
、

労
使
が
一
体
と
な
っ
て

取
り
組
む
必
要
が
あ

る
。
そ
の
な
か
で
、
労
働
時

間
管
理
は
、
長
時
間
労
働
と

働
き
方
の
検
証
に
有
効
で
あ

る
」
と
し
、「
自
治
体
職
場

に
お
い
て
労
働
安
全
衛
生
法

違
反
と
な
っ
て
い
る
ケ
ー
ス

が
散
見
さ
れ
る
た
め
注
意
が

必
要
。
事
故
が
起
き
て
か
ら

で
は
遅
く
、
未
然
に
防
ぐ
た

め
の
対
応
を
当
局
に
常
に
求

め
る
交
渉
が
重
要
」
と
提
起

し
た
。

そ
の
後
、
八
王
子
市
に
お

け
る
安
全
衛
生
活
動
と
労
働

組
合
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
、
動
画
を
視
聴
。
動
画
で

は
、
1
9
5
0
年
に
衛
生
委

員
会
を
設
置
以
降
、
こ
れ
ま

で
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
解

説
。
す
べ
て
の
職
員
の
意
識

づ
け
と
、
職
員
一
人
ひ
と
り

を
守
る
安
全
衛
生
活
動
の
重

要
性
に
つ
い
て
、
八
王
子
市

に
お
け
る
実
践
を
踏
ま
え
た

取
り
組
み
を
学
ん
だ
。

集
会
ま
と
め
で
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
労
働
組
合
や
職
場
に

お
け
る
取
り
組
み
や
課
題
、

ま
た
、
動
画
の
感
想
な
ど
を

参
加
者
全
員
で
意
見
交
換

し
、
共
有
を
行
っ
た
。

安
全
衛
生
活
動
の
取
り
組

み
は
、
職
場
の
点
検
活
動
か

ら
始
ま
る
。
い
ま
一
度
、
自

分
の
職
場
を
見
渡
し
て
み
る

こ
と
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
て
み

よ
う
。

職
員
守
る
安
全
衛
生
活
動

県本部は、自治労の男女平
等推進月間にあたり、6月13
日横浜でジェンダー平等学習
会を開き、16単組33人（男性
20人・女性13人）が参加した。
冒頭、中野書記長は「県本
部の運動方針でも男女平等推
進の項目としてジェンダー平
等を明記している。あらゆる
差別をなくそうと謳いなが
ら、根底の問題解決を当事者
に押し付けているのが現状。
まずは理解することが重要で
ある」と述べた。
『多様性を認め 自分らし
く生きられる社会づくり』を
テーマとした講演で、NPO
法人SHIP代表の星野さん
は、「性的マイノリティ、性
の多様性について身近な問題
として認識してもらいたい」
とし、さらに「歴史的な背景
やメディアの影響から、偏見
や差別されてきたことも多
い。カミングアウトできる人
はごくわずかであり、そのた
め存在がわからず悪循環が生
じている」と報告した。
昨年の東京オリンピックに
あわせて、性的マイノリティ

について取り上げられ、
LGBTQ＋に関心が寄せられ
てきたが、まだまだ社会全体
の理解が足りない。身近なと
ころでは、トイレ。心の性は
見た目ではわからないため苦
しむ人が多い。
「人にはそれぞれもって生
まれた能力やその人らしさが
あり、一番大切なことは、性
別やセクシュアリティに関係
なく、自分の能力を発揮でき
る環境を作ることを」と締め
くくった。
参加者は、「周囲で、小中

学生の時に悩んでいた時の話
しやカミングアウトを受けた
時の対応などを聞き、今まで
わかった気になっていたとい
うことを認識することができ
た」と話した。
まとめとで、仲手川書記次
長は、「頭では理解している
『つもり』になっているとい
うことを再認識した。性の多
様性に対し、受け入れる周り
の問題であること、みんなの
問題として人権問題の一つで
あることを認識し、取り組み
を進めていくことを気づけた
のではないか」とまとめ、学
習会を終了した。
県本部は、6月9日に県
へ、6月13日に市長会・町村
会へ「男女平等社会実現を求
める申し入れ」についてそれ
ぞれ実施した。

「性の多様性 身近な問題として認識を」
偏見、差別なくし能力発揮できる社会へ

職
場
点
検
で
課
題
抽
出
県 本 部
労安集会

県
本
部
と
県
自
治
研
セ
ン

タ
ー
は
、
6
月
11
日
、
横
浜

で
第
57
回
地
方
自
治
研
究
神

奈
川
集
会
（
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

集
会
）
を
開
き
、
対
面
参
加

51
人
の
他
ウ
エ
ブ
で
も
32
人

が
参
加
、
総
勢
80
人
を
超
え

る
組
合
員
・
自
治
体
議
員
が

参
加
し
た
。

『
自
助
・
共
助
・
公
助
の

現
在
を
考
え
る
』
を
テ
ー
マ

と
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、

今
日
の
地
方
自
治
の
危
機
を

ど
の
よ
う
に
捉
え
、
誰
も
が

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
を

作
る
た
め
に
自
治
研
活
動
が

取
り
組
む
べ
き
課
題
は
何
か

な
ど
を
議
論
し
合
っ
た
。

基
調
講
演
で
、
石
渡
豊
正

弁
護
士
神
奈
川
総
合
法
律
事

務
所
は

『
憲
法
か

ら
見
た
地

方
自
治
の

危
機
』
と

題
し
、
昨

年
10
月
の

日
弁
連
第
63
回
人
権
擁
護
大

会
で
の
議
論
を
紹
介
。
地
域

の
衰
退
が
実
態
と
し
て
進
ん

で
い
る
事
例
と
し
て
、

商
店
数
の
減
少
や
低
賃

金
労
働
の
拡
大
、
病
院

・
医
師
数
の
減
少
、
貧

困
の
拡
大
、
自
治
体
の

公
共
サ
ー
ビ
ス
提
供
機

能
の
低
下
な
ど
を
挙

げ
、「
住
み
続
け
る
こ

と
す
ら
脅
か
さ
れ
る
ほ

ど
地
域
の
衰
退
は
進
ん

で
い
る
。
憲
法
で
保
障

さ
れ
た
基
本
的
人
権
の

基
盤
が
崩
さ
れ
て
い

る
」
と
地
方
自
治
の
危

機
に
警
鐘
を
鳴
ら
し

た
。デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

で
は
、佐
野
充
さ
ん（
県

自
治
研
セ
ン
タ
ー
理
事

長
）
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
に
、
石
渡
弁
護
士

の
他
、
井
上
雅
喜
さ
ん

（
参
加
型
シ
ス
テ
ム
研

究
所
客
員
研
究
員
）
や
板
橋

洋
一
さ
ん
（
川
崎
自
治
研
セ

ン
タ
ー
理
事
長
）
が
、
自
助

・
共
助
・
公
助
の
現
在
の
あ

り
よ
う
に
つ
い
て
思
い
を

語
っ
た
。井

上
さ
ん
は
、
政
府

の
『
自
治
体
戦
略
2
0

4
0
研
究
会
』
報
告
に

お
い
て
従
来
の
半
分
の

職
員
で
も
自
治
体
と
し

て
機
能
が
発
揮
で
き
る

よ
う
な
仕
組
み
を
構
想

し
て
い
る
こ
と
な
ど
を

批
判
し
、
公
共
サ
ー
ビ

ス
の
本
格
的
な
市
場
化

を
意
図
し
て
い
る
と
指

摘
。
自
ら
の
協
同
組
合

運
動
の
経
験
か
ら
、

「
市
民
活
動
の
視
点
か

ら
も
参
加
型
の
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
を
作
る
こ

と
が
大
切
で
、
新
た
な

地
域
活
動
に
つ
い
て
関

心
を
持
っ
て
ほ
し
い
」

と
訴
え
た
。

板
橋
さ
ん
は
、
川
崎

市
職
員
時
代
の
経
験
を

振
り
返
り
、「
私
が
自

治
研
活
動
に
携
わ
っ
て
い
た

時
、『
職
員
が
元
気
じ
ゃ
な

き
ゃ
市
民
が
元
気
に
な
れ
な

い
』
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
を

使
っ
て
い
た
。
自
治
体
職
員

が
現
場
の
中
で
学
ぶ
と
い
う

こ
と
の
大
切
さ
は
今
も
変
わ

ら
な
い
。」
と
述
べ
、「
市
民

と
職
員
を
つ
な
ぐ
言
葉
と
し

て
、
市
民
、
職
員
、
地
域
、

自
治
体
が
共
有
財
産
で
つ
な

が
る
『
コ
モ
ン
ズ
』
を
キ
ー

ワ
ー
ド
に
で
き
な
い
だ
ろ
う

か
」
と
市
民
協
働
に
つ
い
て

実
践
的
な
提
起
を
行
っ
た
。

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
佐

野
さ
ん
は
最
後
に
、「
日
々

の
業
務
に
忙
殺
さ
れ
る
職
員

の
状
況
を
明
ら
か
に
し
て
い

く
こ
と
も
大
切
。
職
員
の
余

裕
を
生
み
出
す
の
は
個
人
で

は
な
く
労
働
組
合
の
役
割
。

ス
ロ
ー
ガ
ン
で
終
わ
る
の
で

は
な
く
ア
ピ
ー
ル
や
説
明
が

重
要
」
と
締
め
く
く
っ
た
。

7
月
23
日
（
土
）
に
は
、

地
方
自
治
と
人
権
・
平
和
を

テ
ー
マ
に
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を

行
う
。
（
次
回
、
集
会
の
詳

細
は
う
ら
面
）

求
め
ら
れ
る『
自
治
』と
は

市
民
と
職
員
つ
な
ぐ
市
民
協
働

職職員員のの元元気気がが市市民民とと地地域域をを元元気気にに
自治研神奈川集会

沖
縄
が
本
土

に
復
帰
し
て

50
年
の
節
目

に
奇
し
く
も

海
の
向
こ
う

で
新
た
な
戦
火
が
広
ま
っ

た
。
そ
の
危
機
に
乗
じ
て
加

速
す
る
改
憲
議
論
や
核
兵
器

共
有
の
妄
言
は
国
内
を
再
び

戦
火
に
陥
れ
る
可
能
性
を
想

起
さ
せ
る
◆
今
は
ま
さ
に
未

来
へ
と
平
和
を
受
け
継
い
で

い
け
る
か
の
分
岐
点
と
言
え

る
◆
渦
中
に
行
わ
れ
る
選
挙

は
投
票
率
を
含
め
た
結
果
次

第
で
は
政
権
に
安
寧
を
も
た

ら
し
、
一
部
野
党
が
連
立
に

引
き
込
ま
れ
る
と
30
年
は
安

定
が
維
持
さ
れ
る
と
も
言
わ

れ
る
。
政
治
的
無
関
心
は
権

力
者
た
ち
に
と
っ
て
好
都
合

で
し
か
な
い
◆
コ
ロ
ナ
禍
で

公
共
サ
ー
ビ
ス
の
重
要
性
が

再
認
識
さ
れ
る
な
か
、
さ
ら

な
る
強
化
・
拡
充
を
め
ざ
す

に
は
政
治
の
関
与
が
不
可
欠

だ
。
選
挙
に
行
っ
て
一
票
を

投
じ
る
。
そ
の
行
動
で
意
思

を
示
し
て
い
き
た
い
。（
真
）

ジェンダー平等学習会
2022

中野 雅臣
蓼沼 宏幸

（組合員の購読料は組合費の中に含む）

じちろうかながわ

視覚障害その他の理由で活字のままでこの本を利用できない人のために、営利目的
とすることを除き「録音図書」「点字図書」「拡大写本」等の製作をすることを認めます。

（1）2022年7月1日号（毎月2回発行1日・15日） 自 治 労 神 奈 川 862号
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県
本
部
都
市
公
共
交
通
評

議
会
は
、
6
月
13
日
、
横
浜

で
第
10
回
定
期
総
会
を
開
き

2
単
組
15
人
が
参
加
し
た
。

自
治
労
の
都
市
公
共
交
通

評
議
会
は
、
全
国
の
バ
ス
・

地
下
鉄
・
路
面
電
車
な
ど
公

共
交
通
に
従
事
す
る
仲
間
で

構
成
さ
れ
、
神
奈
川
で
は
、

横
浜
交
通
労
組
と
川
崎
交
通

労
組
が
参
加
し
て
い
る
。

開
会
あ
た
り
、
齋
藤
議
長

（
川
交
）
は
、
昨
今
の
社
会

情
勢
と
と
も
に
現
在
の
公
共

交
通
の
厳
し
い
現
状
を
報
告

し
、「
私
た
ち
の
職
場
を
守

る
と
と
も
に
働
き
や
す
い
環

境
を
つ
く
る
に
は
、
第
26
回

参
議
院
選
挙
に
お
い
て
比
例

代
表
・
選
挙
区
と
も
に
推
薦

候
補
者
の
当
選
が
重
要
と
な

る
。
各
自
が
で
き
る
こ
と
全

力
で
や
り
切
ろ
う
」
と
あ
い

さ
つ
し
た
。

続
い
て
、
来
賓
の
県
本
部

蓼
沼
委
員
長
は
、「
今
春
闘

は
賃
上
げ
傾
向
と
な
っ
た

が
、
物
価
の
上
昇
に
飲
み
込

ま
れ
労
働
者
の
生
活
改
善
ま

で
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
春

闘
の
流
れ
を
確
定
闘
争
へ
波

及
さ
せ
る
取
り
組
み
の
強
化

を
お
願
い
す
る
」
と
し
、
さ

ら
に
「
来
年
は
自
治
労
と
都

市
交
が
産
別
統
合
し
て
10
年

の
節
目
を
迎
え
る
。
引
き
続

き
、
県
本
部
と
し
て
公
営
交

通
が
抱
え
る
課
題
に
つ
い
て

共
有
す
る
と
と
も
に
、
旧
都

市
交
運
動
の
継
承
・
発
展
に

向
け
、
さ
ら
な
る
団
結
を

も
っ
て
取
り
組
む
」
と
あ
い

さ
つ
を
し
た
。

経
過
報
告
の
後

活
動
方

針
で
は
、
自
治
体
が
中
心
と

な
っ
た
交
通
政
策
の
実
現
に

向
け
、
健
康
・
福
祉
・
環
境
等

の
課
題
と
密
接
に
結
び
つ
く

ク
ロ
ス
セ
ク
タ
ー
効
果
を
発

揮
す
る
た
め
、
県
本
部
全
体

と
し
て
地
域
共
生
の
ま
ち
づ

く
り
に
積
極
的
に
取
り
組
む

こ
と
を
提
起
し
、
活
動
方
針

お
よ
び
役
員
選
出
に
つ
い
て

満
場
一
致
で
確
認
さ
れ
た
。

閉
会
に
あ
た
り
有
坂
副
議

長
（
横
交
）
は
、
自
治
労
本

部
大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
引
用

し
「『
一
隅
を
照
ら
す
』
の

は
労
働
組
合
の
役
割
。
少
数

や
弱
者
、
困
っ
て
い
る
組
合

員
を
支
え
る
き
め
細
か
な
取

り
組
み
を
進
め
て
い
こ
う
」

と
締
め
く
く
っ
た
。

6月18日、大井町総合体育館
で自治労スポーツ大会（男子バ
レーボール・神奈川大会）が行
われた4チーム（川崎市職労・
山北町職・厚木市職・大和市
職）が参加した。
強力な攻撃力を発揮した山北

が1セットも取られず圧倒的な
強さでトーナメントを制し、13
年ぶりの優勝を決めた。
女子の部は、藤沢のみの参加

となり、不戦勝で関東甲大会の
出場が決まっている。9月の関
東甲大会（女子バレーボール）
は、神奈川・寒川で開かれる。
地元神奈川の強さを見せつけ、
優勝をめざす。

交
通
政
策
の
実
現
に
向
け

積
極
的
な
取
り
組
み
を
都市公評
総会

県
本
部
蓼
沼
委
員
長

県
本
部
は
、
6
月
の
男
女

平
等
推
進
月
間
の
取
り
組
み

と
し
て
、
6
月
9
日
に
神
奈

川
県
、
13
日
に
は
県
市
長
会

・
県
町
村
会
に
対
し
「
男
女

平
等
社
会
実
現
を
求
め
る
申

し
入
れ
」
を
行
っ
た
。

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
女
性
の

多
く
が
、
働
く
環
境
や
処
遇

で
厳
し
い
状
況
に
置
か
れ
て

い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る

な
か
、
非
正
規
雇
用
労
働
者

の
雇
止
め
や
収
入
の
減
少
に

よ
る
生
活
苦
、
Ｄ
Ｖ
や
性
暴

力
が
増
加
な
ど
、
社
会
問
題

化
し
た
課
題
だ
け
で
な
く
、

各
自
治
体
に
お
け
る
積
極
的

な
取
り
組
み
を
要
請
し
た
。

県
市
町
村
課

船
山
課
長

全
て
の
職
員
が
活
躍
で
き

る
公
務
職
場
を
め
ざ
し
て

■
ポ
ス
ト
・
コ
ロ
ナ
期
の

地
方
公
務
員
制
度
と
運
用

の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
総

務
省
の
研
究
会
で
中
長
期

的
な
視
点
で
検
討
が
進
め

ら
れ
て
い
る
。
昨
年
8
月

の
初
回
研
究
会
で
は
、
多

様
な
論
点
が
示
さ
れ
、
委

員
か
ら
職
員
の
非
正
規
化

に
関
す
る
意
見
も
出
さ
れ

た
が
、
研
究
会
で
は
任
期

の
定
め
の
な
い
常
勤
職
員

を
中
心
と
し
た
地
方
公
務

員
制
度
と
そ
の
運
用
を
中

心
に
検
討
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
。
必
要
な
正
規
職

員
数
の
確
保
を
見
据
え
た

議
論
な
ら
歓
迎
だ
が
、
職

員
数
の
抑
制
を
前
提
に
議

論
さ
れ
、
今
夏
に
中
間
報

告
が
公
表
予
定
だ
。

■
職
員
数
が
削
減
さ
れ
る

な
か
、
非
正
規
職
員
が
増

加
し
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
の

現
場
を
支
え
て
い
る
。
問

題
は
正
規
職
員
数
が
抑
制

さ
れ
る
一
方
、
不
安
定
で

処
遇
の
低
い
非
正
規
職
員

が
増
加
し
続
け
て
い
る
こ

と
に
あ
る
。
任
用
形
態
の

是
正
を
名
目
に
導
入
さ
れ

た
会
計
年
度
任
用
職
員
制

度
だ
が
、
処
遇
改
善
に
は

程
遠
く
、
正
規
・
非
正
規

間
、
フ
ル
タ
イ
ム
・
パ
ー

ト
タ
イ
ム
間
の
格
差
を
法

的
に
固
定
化
さ
せ
た
。
こ

う
し
た
実
態
を
踏
ま
え

ず
、
地
方
公
務
員
制
度
の

あ
り
方
を
検
討
す
る
と
、

制
度
の
建
前
と
現
実
が
一

層
乖
離
し
か
ね
な
い
。
中

長
期
的
な
検
討
に
あ
た
っ

て
非
正
規
職
員
の
処
遇
改

善
に
関
す
る
議
論
は
避
け

て
通
れ
な
い
は
ず
だ
。

■
職
員
に
と
っ
て
は
、
働

き
や
す
く
、
働
き
が
い
の

あ
る
職
場
が
求
め
ら
れ

る
。
仕
事
と
育
児
・
介
護

の
両
立
な
ど
、
ワ
ー
ク
ラ

イ
フ
バ
ラ
ン
ス
も
重
要

だ
。
正
規
職
員
の
場
合
、

フ
ル
タ
イ
ム
労
働
が
基
本

と
さ
れ
、
正
規
・
非
正
規

間
に
大
き
な
処
遇
格
差
が

あ
る
な
か
で
は
、
自
分
に

合
う
働
き
方
が
選
択
で
き

る
状
況
に
あ
る
と
は
言
い

難
い
。

■
こ
れ
ら
の
課
題
を
克
服

し
、
全
て
の
職
員
に
と
っ

て
、
働
き
や
す
く
、
働
き

が
い
の
あ
る
公
務
職
場
を

実
現
す
る
に
は
、
同
一
労

働
同
一
賃
金
に
よ
り
、
労

働
時
間
の
差
別
を
な
く
す

こ
と
が
不
可
欠
と
考
え

る
。
同
一
の
労
働
内
容
な

ら
ば
、
常
勤
、
非
常
勤
を

問
わ
ず
時
間
当
た
り
の
賃

金
を
同
一
に
し
、
年
金
や

保
険
な
ど
も
対
等
の
権
利

を
有
す
る
と
い
う
こ
と

だ
。
そ
の
上
で
、
労
働
時

間
の
選
択
の
自
由
度
を
高

め
る
こ
と
で
、
育
児
や
介

護
、
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
な

ど
、
個
人
の
人
生
設
計
に

合
わ
せ
た
働
き
方
が
可
能

と
な
る
。
実
現
の
た
め
に

は
公
務
に
お
け
る
同
一
労

働
同
一
賃
金
と
は
何
か
、

検
証
と
議
論
が
必
要
だ
。

■
会
計
年
度
任
用
職
員
制

度
の
導
入
後
、
勤
務
時
間

や
労
働
内
容
を
若
干
変
更

す
る
こ
と
で
、
同
一
労
働

の
適
用
を
免
れ
よ
う
と
す

る
当
局
の
小
手
先
の
対
応

な
ど
は
論
外
だ
。
こ
う
し

た
理
念
・
制
度
と
実
態
の

乖
離
や
矛
盾
を
正
し
、
全

て
の
職
員
が
活
躍
で
き
る

公
務
職
場
を
実
現
し
て
い

け
る
か
、
自
治
労
の
チ
カ

ラ
の
見
せ
所
だ
。

連載

神
奈
川
自
治
研
セ
ン
タ
ー
研
究
員

野
口

鉄
平

男
女
平
等
社
会
の
実
現
を

県
・
市
長
会
・
町
村
会
に
申
し
入
れ

⑩

地方自治と平和・人権の現在を考える

第57回地方自治研究神奈川集会（エンディング集会）

◇ 日 時：7月23日（土）10：00～12：30
◇ 場 所：神奈川県地域労働文化会館2階会議室＋ウェブ併用
◇ 内 容：「平和と人権」にスポットを当てながら、地方自治の現在と地方

自治体の役割について考える
●講 演「協働ですすめるまちづくりと地方自治の危機」
講 師：佐野 充さん（神奈川自治研センター理事長）
●『パネルディスカッション』
パネリスト 田中 充さん（法政大学教授）
パネリスト 早坂 公幸さん（前人権センター事務局長）
パネリスト 道田 哲朗さん（前平和運動センター事務局長）
コーディネーター 岩沢 弘秋さん（勁草塾事務局）

※集会の詳細、申し込みについては各組合または役員までお問い合わせください。
自治研センターHP URL:https://kanagawa-jichiken.or.jp

退職後の準備は、早いうちから始めよう!! じちろうの共済
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